
白猪谷キャンプ場テント泊 石鎚山系縦走  

伊予富士～瓶ヶ森、ちち山～寒風山 

 

伊予富士頂上 

 

２０２３年 ６月１６、１７日（金、土）  天候：晴れ  参加者：１名 

 

場所 ： 白猪谷キャンプ場 伊予富士～瓶ヶ森、ちち山～寒風山 

 

行動 ：  6/16 自宅5:20 → 7:30瓶ヶ森駐車場7:55 → 8:55伊予富士登山口9:00 →            

  9:25伊予富士9:40 → 東黒森10:00 → 10:30ジネンゴノ頭10:35 →11:30西黒森11:35 →      

  12:15瓶ヶ森12:30 → 12:55瓶ヶ森駐車場13:15 → シラサ峠 → 14:30白猪谷キャンプ場 （泊） 

6/17 白猪谷キャンプ場 5:20 → シラサ峠 → 6:30 寒風山トンネル南口 7:00 →              

7:50 一ノ谷橋登山口 8:00 → 8:55 一ノ谷分岐 9:00 → 9:50 ちち山 10:00 → 10:20 笹ヶ峰 10:30→      

11:20 寒風山 11:30 → 桑瀬峠 11:55 → 12:15 寒風山トンネル南口 12:40 → 14:30 自宅 

 

梅雨の時期、天気予報を睨みながら先週中止になった有志山行を個人山行で行ってきました。 

まず、瓶ヶ森の駐車場からＵＦＯラインを伊予富士登山口まで走ります。（走るのは下りのところ

だけです） 



 

・ＵＦＯラインより東黒森、その奥に伊予富士 

 

 いつもながらＵＦＯラインの眺めはいいですね。前に後ろに石鎚山系の山々が眺められます。  

１時間ほどで伊予富士登山口到着、ここから登るのは初めてですが登りだしてすぐ水場があり、暑

いこの時期は助かります。 

 

・ＵＦＯラインより伊予富士方面           ・伊予富士登山口 

 

 まだ早いのか伊予富士頂上には登山者が誰もいません。平日のこの時間帯はこんなもんでしょう

か？ 頂上からは西には今日の目的地「瓶ヶ森」まで、東には明日走る「笹ヶ峰、寒風山」など石

鎚山系の山々が見事に見渡せます。天気予報を睨んだ甲斐が有ったようです。 



 

        ・瓶ヶ森方面の山並             ・東黒森頂上 

 

 

                ・自念子ノ頭 

 

 快適な縦走路が続きますが、さすがに西黒森への登りはきついです。やっと登り切り後は瓶ヶ森

への登りだけか・・・、とほっと一息です。 



 

・西黒森頂上 

 

 

・瓶ヶ森への登りと頂上 

 

 今日はどこも登山者が少ないようで瓶ヶ森頂上でも愛媛側（東之川）から登ってこられた女性一

人に会っただけです。ちなみに愛媛側から登ったことは無いのですが何処から登っても１３００ｍ

くらいの登りはありそうですね。一度チャレンジしてみたいことです。 

 



 

・瓶ヶ森頂上 

 

 駐車場まで帰り今夜の寝場所を考えます。天気はそこそこ良いのですが天候不順なこの頃、夜に

なって雷でも鳴り出してはと、安全策を取ってふもとの「白猪谷キャンプ場」に下りることにしま

した。途中でシラサ峠周辺を散策し、それでも３時前にはキャンプ場到着です。 

 

 

・白猪谷キャンプ場設営風景 



 

・ビール＆焚き火 

 

 いつものようにキャンプ場ではビールと焚き火を十分楽しんで次の日を迎えます。 

夏至前のこの時期、朝は４時を過ぎた辺りから明るくなってきます。早々に片付け今日の目的地に

向かいます。 

 

・シラサ峠より朝の石鎚山を拝む 



シラサ峠で朝の石鎚山を拝み寒風山トンネル南口まで移動、ここから一の谷橋登山口まで林道を

走ります。（ここも走りは下りだけ） 

 

 

    ・一の谷橋登山口       ・一ノ谷分岐辺りから笹ヶ峰、寒風山、伊予富士 

      

 一ノ谷分岐までの登りは意外と歩き易く（登りはそこそこ有ります）水場も上の方まであり良い

コースで、夏に歩いても良さそうです。分岐から「ちち山」向けて登りだすと右手に赤石山系が、

左手に石鎚山系の山並が見えだし、ここも最高のコースです。（残念、ここで携帯の電池が切れ映像

が無くなってしまいました。） 

 

 

   ・ちち山への登り         ・左より伊予富士、寒風山、瓶ヶ森 



 ちち山への登りは前には直登したはずですが今回は登り口が分かりません。前も笹で分かりにく

かったのですが・・・。まき道を行き笹ヶ峰側から登りますがまき道が少し歩きにくかったです。 

 ちち山からは景色を楽しみながら笹ヶ峰、寒風山へと進み寒風山トンネル南口まで下山、快適に

進みます。 

今回は石鎚山系のメインコースを二日間かけ歩く（走る）ことができ、良い山旅となりました。 

 

     これからも楽しい山行を計画しましょう。   国吉 


